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略
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「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
・

焼
き
菓
子
詰
合
せ
」
を
お
送

り
し
ま
し
た
。
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第８号

　組
合
広
報
紙
に
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
・
感
想
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
今
年
の
冬
は
暖
か
く
て
と
て
も

過
ご
し
や
す
い
で
す
。
こ
の
暖
か

さ
が
こ
れ
か
ら
の
農
作
業
に
影
響

が
出
て
こ
な
い
と
良
い
の
で
す

が
。
（
47
歳
・
女
性
）

◇
な
ん
ぼ
で
も
厳
し
く
な
る
農
業

事
情
の
中
で
、
頑
張
っ
て
い
る
農

家
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
て
励
み

に
な
り
ま
す
。
（
62
歳
・
女
性
）

◇
新
年
を
迎
え
、
体
調
を
整
え
毎

日
元
気
で
ナ
ス
作
り
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
！
今
年
も
や
る
ぞ
!!

（
57
歳
・
男
性
）

◇
里
芋
の
コ
ロ
ッ
ケ
美
味
し
そ
う

で
作
っ
て
み
ま
し
た
。
衣
に
カ
ツ

オ
節
の
発
想
は
い
い
で
す
ね
。

（
40
歳
・
女
性
）

◇
若
者
が
家
族
と
笑
顔
で
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ら
れ
る
こ
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
（
87
歳
・
男
性
）

◇
シ
シ
ト
ウ
を
作
っ
て
い
る
者
と

し
て
は
、
立
枯
病
が
共
済
金
支
払

い
の
対
象
と
な
っ
て
心
強
い
で

す
。
（
57
歳
・
女
性
）

◇
鳥
獣
対
策
の
た
め
、
わ
が
部
落

で
は
毎
週
山
で
網
張
り
を
日
曜
日

に
全
戸
出
席
で
頑
張
っ
て
ま
す
。

（
60
歳
・
女
性
）

【
表
紙
写
真
】

　
東
洋
町
の
白
浜
海
岸
で
は

毎
年
１
月
15
日
に
「
左
義
長

（
さ
ぎ
っ
ち
ょ
さ
ん
）
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
め
縄
や
門
松
な
ど
を
集

め
て
作
ら
れ
た
約
20
ｍ
の
小

山
の
先
端
に
は
短
冊
が
飾
ら

れ
た
竹
を
立
て
、
朝
６
時
の

時
報
と
と
も
に
火
が
か
け
ら

れ
ま
す
。

　
先
端
の
竹
が
恵
方
に
引
き

倒
さ
れ
た
後
、
竹
の
先
に
刺

し
た
餅
を
残
り
火
で
焼
き
、

無
病
息
災
を
祈
念
し
ま
す
。
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新入 学おめでとう新入 学おめでとう新入 学おめでとう
春は始まりの季節。

今年も４月から新１年生になる皆さんに「入学したら何をしたいか」を聞きました！

「運動場で遊びたい！友達を作
りたい！給食が楽しみ！」

父:健太郎さん　母:美智さん より

「健康第一。いろいろ不安もあると

思いますが、一生懸命頑張ってくだ

さい」

い
の
町
　
　宮
𦚰 

琉
成
く
ん

り
ゅ
う
せ
い

「お勉強をがんばって、英語を
習いたい！」

父:太士さん　母:ももさん より

「家のこともハウスのこともいっぱ

い手伝ってくれる朱希。朱希にとって

毎日楽しい学校生活になりますよう

に」

芸
西
村
　
　堀
川 

朱
希
ち
ゃ
ん

じ
ゅ  

き

「いっぱい漢字を覚えたい！」

父:俊介さん　母:亜紀さん より

「挑戦ばかりの毎日になるよ。どん

どん楽しんで吸収してください」

土
佐
清
水
市
　山
本 

壮
志
く
ん

そ
う 

し

「算数や国語の勉強をがんば
ります！」
父:誠進さん　母:和美さん より

「いろいろなことにチャレンジでき

る人になってほしいです」

四
万
十
町
　田
辺 

萌
々
花
ち
ゃ
ん

も

も

か

「いっぱい勉強のできる１年生
になりたい！」

父:貴宣さん　母:香奈さん より

「勉強も頑張って、元気に楽しい学

校生活を過ごしてください」

香
南
市
　
　百
田 

篤
生
く
ん

あ
つ  

き

「勉強をがんばりたい！友達を
たくさん作りたい！」

父:雄也さん　母:飛鳥さん より

「いつも明るくて頑張り屋さんな結

椛。小学校でもそのままで頑張って

ね」

南
国
市
　
　平
山 

結
椛
ち
ゃ
ん

ゆ
い  

か

内原野公園（安芸市）
　毎年４月に約15,000本のツツジが咲き、
あでやかな色彩の渦に包まれる公園。園
内の弁天池は、「ため池百選」にも選定
されています。３月下旬～５月初旬には
「つつじ祭り」が開催されます。

才谷龍馬公園（南国市）
　坂本龍馬の祖先が住んでいた同市才谷
地区。龍馬が「才谷梅太郎」の変名を
使っていたことから、地元住民らによっ
て紅梅と白梅が植えられました。
　見頃は２月中旬～３月上旬です。

かがみ花フェスタ（香南市）
　１haの敷地に広がる184品種、９万本の
チューリップの花園は四国最大。ハート
マークの花壇や手作り木製遊具のある
「遊び広場」もあります。
　３月13日～４月上旬まで開催されます。

長平庵の老桜樹（梼原町）
　同町竹の藪の長平庵に咲く樹齢140年の
一本桜。仁淀川町のひょうたん桜（樹齢
500年）の子孫といわれています。
　見頃は３月下旬～４月中旬です。

入田ヤナギ林（四万十市）
　同市の赤鉄橋の川上にある入田ヤナギ
林。足元に広がるのは1,000万本の菜の花
の森。３月上旬～４月上旬に見頃をむか
え四万十川沿い約２kmを黄色く彩ります。

上久喜の花桃（仁淀川町）
　同町役場から車で約10分。地元住民が
15年かけて育ててきた桃の花が春になる
と満開になり、山里を覆う光景は「桃源
郷」のようだといわれています。
　見頃は４月初旬～中旬前後です。

昨
年
好
評
だ
っ
た
「
桜
名
所
図
鑑
」。
今
年
は
桜
だ
け
で

な
く
、
毎
年
に
ぎ
わ
う
県
内
の
花
の
名
所
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
各
地
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

の
名
所

の
名
所
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ＮＯＳＡＩインフォメーション

　
平
成
26
年
産
の
ユ
ズ
並
び
に
平
成
28
年
産
の
ポ

◆
共
済
金
の
支
払
い
状
況
に
つ
い
て

 

平
成
28
年
度
か
ら
ハ
ウ
ス
温
州
ミ
カ
ン
、
ポ
ン

カ
ン
及
び
ユ
ズ
の
引
受
に
お
い
て
、
危
険
段
階
別

共
済
掛
金
率
の
適
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
は
、
農
作
物
共
済
や

園
芸
施
設
共
済
で
も
実
施
し
て
お
り
、
果
樹
共
済

で
は
、
過
去
10
年
間
の
被
害
状
況
に
応
じ
て
農
家

ご
と
に
掛
金
率
を
設
定
し
ま
す
。

◆
果
樹
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率

　の
導
入
に
つ
い
て

◆
掛
金
等
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
お
知
ら
せ

 

ま
も
な
く
水
稲
共
済
細
目
書
異
動
申
告
票
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
異
動
申
告
票
に
は
昨
年
（
27

年
産
）
の
作
付
け
状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

28
年
産
の
作
付
け
予
定
を
筆
ご
と
に
記
入
し
、
押

印
の
上
、
配
布
時
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
期
日

ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
よ
っ
て
、
配
布

の
時
期
や
受
付
方
法
が
異
な
っ
て
い
ま
す
（
提
出

で
な
く
面
談
に
よ
る
受
付
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
も
あ
り
ま
す
）
。
行
き
違
い
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
ご
容
赦
下
さ
い
。

　
な
お
記
載
方
法
等
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
稲
の
作
付
け
予
定
が
な
い
場
合
で
も
提
出
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

今
年
初
め
て
水
稲
を
作
付
け
さ
れ
る
方
、
水
稲

を
作
付
け
し
て
い
る
の
に
異
動
申
告
票
が
届
か

な
い
場
合
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支
所
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

や
む
を
え
ず
ご
連
絡
し
た
期
日
ま
で
に
提
出
で

き
な
い
場
合
で
も
、
４
月
８
日
（
金
）
ま
で
に

提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
水
稲
異
動
申
告
票
の
提
出
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
す
べ
て
の
事
業
に
お
い
て
、

共
済
掛
金
等
を
「
口
座
振
替
」
で
納
入
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
に
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
手
続
き
の
依
頼
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
農
業
共
済
新
聞
を
読
み
ま
せ
ん
か

　
今
年
１
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の

手
続
き
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
利

用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
28
年

以
降
に
基
礎
組
織
の
方
々
に
お
支
払
い
す
る
報

酬
・
日
当
に
関
し
て
、
市
町
村
へ
の
提
出
書
類
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
組

合
よ
り
改
め
て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

　
組
合
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

書
類
は
厳
重
に
保
管
す
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ

ム
で
の
管
理
に
お
い
て
も
パ
ス
ワ
ー
ド
保
護
な

ど
を
行
い
、
安
全
管
理
を
徹
底
い
た
し
ま
す
。 

農機具
　譲ります！
 

使っていない農機具はありませんか？　譲り渡しを希望される方は、お近くのNOSAIまで連絡ください。

　
農
業
共
済
新
聞
は
、
毎
週
水
曜
日
に
発
行
し
て

い
る
農
業
専
門
紙
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
の
説

明
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の
動
き
は
も
と
よ
り
、
農

政
、
営
農
技
術
、
暮
ら
し
や
農
産
物
流
通
な
ど
の

役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
た
だ
い
ま
試
し
読
み
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
２
カ
月
の
試
し
読

み
（
無
料
）
後
、
引
き
続
き
１
年
間
の
年
極
購
読

（
年
間
購
読
料
４
６
８
０
円
）
を
申
し
込
み
い
た

だ
く
と
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
は
、
本
所
広
報
担
当
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ン
カ
ン
に
つ
い
て
、
台
風
被
害
や
病
害
等
に
よ
っ

て
減
収
と
な
っ
た
農
家
に
対
し
て
、
ユ
ズ
約
１
０

６
万
円
、
ポ
ン
カ
ン
約
18
万
円
の
共
済
金
を
２
月

18
日
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

－春本番－　農作業の安全対策を！

　今回も新しい使用者を探している農機具を紹介します。
　譲り受け希望者は、本所広報担当者まで連絡をお願い
します。出品者をご紹介しますので、価格等をご相談下
さい。なお、紹介は３月2２日からとなります。
※NOSAIは紹介のお手伝いのみを行い、購入者や価格の
　決定等の仲介は行いませんので、ご了承下さい。

　春の農作業が本番を迎えましたが、農業機械の利用が当たり前となった今日、農作業時に思わぬ事
故が発生するケースも増えています。今回は、死亡事故の発生も多い乗用トラクターの事故防止対策
について紹介します。

●事故は圃場からの搬出時に多く発生しています。急な傾斜はバックで上がりましょう
●傾斜に対しては、必ず直角の向きで出入りしましょう
●農機の安全フレームは必ず立て、シートベルトを着用
しましょう

●頭を保護するため、ヘルメットをかぶりましょう
●衣服は、裾や袖をしぼったものを
　着用し、滑りにくい靴をはきまし
　ょう
●寝不足や二日酔いなどの場合は　
なるべく作業を避けましょう

●安全確保のため、点検整備を行い
　ましょう

万一の補償はNOSAIで
　もしものときはNOSAIの農機

具共済がバックアップします。

　ご加入やお問い合わせは、お

近くのNOSAI支所までお願いし

ます。
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ＮＯＳＡＩインフォメーション

　
平
成
26
年
産
の
ユ
ズ
並
び
に
平
成
28
年
産
の
ポ

◆
共
済
金
の
支
払
い
状
況
に
つ
い
て

 

平
成
28
年
度
か
ら
ハ
ウ
ス
温
州
ミ
カ
ン
、
ポ
ン

カ
ン
及
び
ユ
ズ
の
引
受
に
お
い
て
、
危
険
段
階
別

共
済
掛
金
率
の
適
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
は
、
農
作
物
共
済
や

園
芸
施
設
共
済
で
も
実
施
し
て
お
り
、
果
樹
共
済

で
は
、
過
去
10
年
間
の
被
害
状
況
に
応
じ
て
農
家

ご
と
に
掛
金
率
を
設
定
し
ま
す
。

◆
果
樹
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率

　の
導
入
に
つ
い
て

◆
掛
金
等
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
お
知
ら
せ

 

ま
も
な
く
水
稲
共
済
細
目
書
異
動
申
告
票
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
異
動
申
告
票
に
は
昨
年
（
27

年
産
）
の
作
付
け
状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

28
年
産
の
作
付
け
予
定
を
筆
ご
と
に
記
入
し
、
押

印
の
上
、
配
布
時
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
期
日

ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
よ
っ
て
、
配
布

の
時
期
や
受
付
方
法
が
異
な
っ
て
い
ま
す
（
提
出

で
な
く
面
談
に
よ
る
受
付
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
も
あ
り
ま
す
）
。
行
き
違
い
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
ご
容
赦
下
さ
い
。

　
な
お
記
載
方
法
等
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

水
稲
の
作
付
け
予
定
が
な
い
場
合
で
も
提
出
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

今
年
初
め
て
水
稲
を
作
付
け
さ
れ
る
方
、
水
稲

を
作
付
け
し
て
い
る
の
に
異
動
申
告
票
が
届
か

な
い
場
合
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支
所
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

や
む
を
え
ず
ご
連
絡
し
た
期
日
ま
で
に
提
出
で

き
な
い
場
合
で
も
、
４
月
８
日
（
金
）
ま
で
に

提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
水
稲
異
動
申
告
票
の
提
出
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
す
べ
て
の
事
業
に
お
い
て
、

共
済
掛
金
等
を
「
口
座
振
替
」
で
納
入
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
に
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
手
続
き
の
依
頼
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
農
業
共
済
新
聞
を
読
み
ま
せ
ん
か

　
今
年
１
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の

手
続
き
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
利

用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
28
年

以
降
に
基
礎
組
織
の
方
々
に
お
支
払
い
す
る
報

酬
・
日
当
に
関
し
て
、
市
町
村
へ
の
提
出
書
類
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
組

合
よ
り
改
め
て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

　
組
合
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

書
類
は
厳
重
に
保
管
す
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ

ム
で
の
管
理
に
お
い
て
も
パ
ス
ワ
ー
ド
保
護
な

ど
を
行
い
、
安
全
管
理
を
徹
底
い
た
し
ま
す
。 

農機具
　譲ります！
 

使っていない農機具はありませんか？　譲り渡しを希望される方は、お近くのNOSAIまで連絡ください。

　
農
業
共
済
新
聞
は
、
毎
週
水
曜
日
に
発
行
し
て

い
る
農
業
専
門
紙
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
の
説

明
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の
動
き
は
も
と
よ
り
、
農

政
、
営
農
技
術
、
暮
ら
し
や
農
産
物
流
通
な
ど
の

役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
た
だ
い
ま
試
し
読
み
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
２
カ
月
の
試
し
読

み
（
無
料
）
後
、
引
き
続
き
１
年
間
の
年
極
購
読

（
年
間
購
読
料
４
６
８
０
円
）
を
申
し
込
み
い
た

だ
く
と
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
は
、
本
所
広
報
担
当
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ン
カ
ン
に
つ
い
て
、
台
風
被
害
や
病
害
等
に
よ
っ

て
減
収
と
な
っ
た
農
家
に
対
し
て
、
ユ
ズ
約
１
０

６
万
円
、
ポ
ン
カ
ン
約
18
万
円
の
共
済
金
を
２
月

18
日
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

－春本番－　農作業の安全対策を！

　今回も新しい使用者を探している農機具を紹介します。
　譲り受け希望者は、本所広報担当者まで連絡をお願い
します。出品者をご紹介しますので、価格等をご相談下
さい。なお、紹介は３月2２日からとなります。
※NOSAIは紹介のお手伝いのみを行い、購入者や価格の
　決定等の仲介は行いませんので、ご了承下さい。

　春の農作業が本番を迎えましたが、農業機械の利用が当たり前となった今日、農作業時に思わぬ事
故が発生するケースも増えています。今回は、死亡事故の発生も多い乗用トラクターの事故防止対策
について紹介します。

●事故は圃場からの搬出時に多く発生しています。急な傾斜はバックで上がりましょう
●傾斜に対しては、必ず直角の向きで出入りしましょう
●農機の安全フレームは必ず立て、シートベルトを着用
しましょう

●頭を保護するため、ヘルメットをかぶりましょう
●衣服は、裾や袖をしぼったものを
　着用し、滑りにくい靴をはきまし
　ょう
●寝不足や二日酔いなどの場合は　
なるべく作業を避けましょう

●安全確保のため、点検整備を行い
　ましょう

万一の補償はNOSAIで
　もしものときはNOSAIの農機

具共済がバックアップします。

　ご加入やお問い合わせは、お

近くのNOSAI支所までお願いし

ます。



わが家
の
宝物

r e c i p e

食べてみんかえ

出
井
甌
穴

　
　
　
　（
宿
毛
市
橋
上
町
）

笑顔で

農業

土佐市

田野町
田村さん一家

　
宿
毛
市
平
田
町
か
ら
車
で
約
40

分
（
29
㎞
）
、
松
田
川
上
流
の
橋

上
町
出
井
の
県
境
近
く
に
『
出
井

甌
穴
』
が
あ
り
ま
す
。

　
甌
穴
は
、
川
の
浸
食
に
よ
っ
て

生
じ
た
円
形
の
穴
で
、
出
井
渓
谷

に
渦
巻
く
急
流
が
つ
く
り
上
げ
た

天
然
の
彫
刻
で
す
。
岩
床
の
軟
弱

部
に
水
流
の
浸
食
が
働
い
て
浅
い

く
ぼ
み
が
で
き
、
こ
の
中
に
礫

（
れ
き
）
が
入
る
と
渦
流
に
よ
り

回
転
し
、
円
形
の
穴
が
拡
大
し
て

礫
も
摩
滅
し
丸
く
縮
小
し
ま
す
。

　
「
愛
空
（
あ
い
く
）
が
い
る
と
、
家

の
中
が
明
る
く
な
る
」
と
話
す
幸
俊
さ

ん
は
、
ハ
ウ
ス
ナ
ス
11
㌃
と
水
稲
57
㌃

を
妻
・
朝
子
さ
ん
と
息
子
夫
婦
、
健
生

さ
ん
・
文
子
さ
ん
の
４
人
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
愛
空
ち
ゃ
ん
は
、
田
野
町
の
保
育
園

に
通
っ
て
お
り
、
帰
っ
て
き
た
時
や
休

み
の
日
に
は
、
祖
母
の
文
子
さ
ん
と
よ

く
ハ
ウ
ス
ま
で
愛
犬
ベ
ル
の
散
歩
を
し

ま
す
。
若
者
が
少
な
く
、
小
さ
い
子
供

が
い
な
か
っ
た
集
落
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
散
歩
中
に
は
近
所
の
方
が
声
を
か

け
て
く
れ
た
り
、
お
菓
子
を
い
た
だ
い

た
り
す
る
こ
と
も
。
「
愛
空
ち
ゃ
ん
は

本
当
に
か
わ
い
い
」
と
大
人
気
。

　
「
ジ
ブ
リ
映
画
が
好
き
で
何
度
も
繰

り
返
し
見
て
い
ま
す
。
今
は
、
パ
ズ
ル

に
夢
中
で
す
ね
。
よ
く
遊
ん
で
く
れ
る

の
で
、
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ひ
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
大
好
き
み
た
い
で
す
」
と
文

子
さ
ん
。
幸
俊
さ
ん
、
朝
子
さ
ん
も

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
。
活
発
に
遊
ん
で

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
愛
空
ち
ゃ
ん
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

　
「
愛
空
の
笑
顔
が
宝
物
で
す
」
。

「
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね
。
や
さ
し
く

健
康
で
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
み
な
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

出
井
甌
穴
は
、
川
幅
40
ｍ
、
長

さ
２
０
０
ｍ
の
岩
床
に
大
小
２
０

０
あ
ま
り
あ
る
甌
穴
群
で
、
こ
れ

ほ
ど
数
が
多
い
と
こ
ろ
は
日
本
中

で
も
珍
し
く
、
県
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
自
然
の
景
色

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

平
田
か
ら
出
井
甌
穴
ま
で
の
途

中
に
は
、
坂
本
ダ
ム
や
日
平
公

園
、
楠
山
公
園
で
は
２
月
に
梅
ま

つ
り
、
６
月
に
は
梅
の
実
の
収
穫

体
験
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◇
写
真
提
供

「
（
一
社
）
宿
毛
市
観
光
協
会
」

チャーテかすづけ

家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
農
業
　

チャーテ干しの酢の物

曽祖父母と祖母と一緒に愛空ちゃん 

　
「
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
で
就
職

し
て
い
ま
し
た
が
、
成
人
式
で
帰
っ

て
き
た
と
き
に
、
や
っ
ぱ
り
高
知
が

い
い
と
思
い
、
両
親
が
農
業
を
し
て

い
た
の
で
、
何
の
抵
抗
も
な
く
就
農

し
ま
し
た
」
と
話
す
土
佐
市
岩
戸
の

野
村
修
生
さ
ん
。

　
野
村
さ
ん
一
家
は
、
家
族
５
人
で

水
稲
4
5
0
㌃
、
キ
ュ
ウ
リ
等
42
㌃
、

露
地
シ
ョ
ウ
ガ
30
㌃
を
栽
培
す
る
専

業
農
家
。
義
範
さ
ん
夫
婦
と
誠
司
さ

ん
が
主
に
水
稲
と
シ
ョ
ウ
ガ
を
栽
培

し
、
修
生
さ
ん
夫
婦
が
ハ
ウ
ス
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
供
も
ま
だ
若
い
の
で
、
勉
強

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
自
分
た
ち
も
で
き
る
範
囲
で
協

力
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
義
範
さ

ん
。
純
子
さ
ん
も
「
忙
し
い
時
は
両

親
た
ち
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
し
、
子

供
も
休
み
の
時
は
バ
イ
ト
感
覚
で
手

伝
っ
て
く
れ
て
助
か
り
ま
す
。
農
業

は
機
械
化
も
進
ん
で
い
て
、
午
後

ゆ
っ
く
り
で
き
る
時
も
あ
る
の
で
、

あ
ま
り
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
は
や
れ
ば
や
る
だ
け
、
成

果
が
見
え
る
の
で
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。
休
み
も
自
分
で
決
め
ら
れ
る

の
で
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
子
供

も
農
業
を
や
り
た
け
れ
ば
応
援
は
し

ま
す
け
ど
、
女
の
子
３
人
な
の
で
ど

う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
修
生

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
チ
ャ
ー
テ（
隼
人
瓜
）干
し
は
切
干

大
根
よ
り
甘
み
が
あ
る
ほ
か
、コ
リ
コ

リ
と
し
た
食
感
が
あ
っ
て
美
味
し
い

で
す
よ
。ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
」
と

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、土

佐
町
平
石
地
区
で
平
石
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
（
７
名
）
の
代
表
を
務
め
る
西

村
裕
子
さ
ん（
60
）。

　
チ
ャ
ー
テ
干
し
の
作
り
方
は
切
干

大
根
と
同
じ
要
領
。粘
り
気
が
あ
り
、

乾
き
に
く
い
の
で
、時
々
ま
ぜ
て
天
候

を
見
な
が
ら
７
〜
10
日
ほ
ど
干
す
と

完
成
し
ま
す
。お
湯
で
戻
す
だ
け
で
使

用
で
き
、
炒
め
る
、
三
杯
酢
で
味
付
け

す
る
ほ
か
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
シ
ー
チ
キ

ン
や
卵
な
ど
家
に
あ
る
も
の
で
サ

ラ
ダ
に
し
て
も
美
味
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
同
グ
ル
ー
プ
が
生
産
す

る「
チ
ャ
ー
テ
か
す
づ
け
」は
販
売

を
始
め
て
20
年
以
上
が
経
ち
ま
す
。

「
酒
粕
は
地
酒
桂
月
の
も
の
を
使

用
し
て
い
ま
す
。材
料
は
チ
ャ
ー

テ
、塩
、砂
糖
だ
け
で
作
っ
て
い
る

の
で
、
安
心
し
て
食
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
西
村
さ
ん
は
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。　

○ 材料（２～３人分）
チャーテ（干）　　適量
ニンジン（飾り用）適量

≪三杯酢≫
砂糖３：酢２：塩１

※らっきょう酢でもOK

○ 作り方
１チャーテ干しをお湯で戻す。
２ニンジンで飾りつけをし、三杯酢をかける。

い
で
い
お
う
け
つ

「チャーテ干し試してください」
と西村さん

【
家
族
構
成
】

曽
祖
父
　
　
　
田
村 

幸
俊
さ
ん
（
85
）

曽
祖
母
　
　
　 

　
　
朝
子
さ
ん
（
84
）

祖
父
　
　
　
　
　
　 

健
生
さ
ん
（
60
）

祖
母
　
　
　
　
　 

　
文
子
さ
ん
（
58
）

父
　
　
　
　
　
　
　 

元
気
さ
ん
（
25
）

長
女
　
　
　
　
　
　 

愛
空
ち
ゃ
ん
（
３
）

野村 義範さん（68）
　　　  親恵さん（68）
　　　  修生さん（42）
　　　  純子さん（41）
　　　  誠司さん（40）
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わが家
の
宝物

r e c i p e

食べてみんかえ

出
井
甌
穴

　
　
　
　（
宿
毛
市
橋
上
町
）

笑顔で

農業

土佐市

田野町
田村さん一家

　
宿
毛
市
平
田
町
か
ら
車
で
約
40

分
（
29
㎞
）
、
松
田
川
上
流
の
橋

上
町
出
井
の
県
境
近
く
に
『
出
井

甌
穴
』
が
あ
り
ま
す
。

　
甌
穴
は
、
川
の
浸
食
に
よ
っ
て

生
じ
た
円
形
の
穴
で
、
出
井
渓
谷

に
渦
巻
く
急
流
が
つ
く
り
上
げ
た

天
然
の
彫
刻
で
す
。
岩
床
の
軟
弱

部
に
水
流
の
浸
食
が
働
い
て
浅
い

く
ぼ
み
が
で
き
、
こ
の
中
に
礫

（
れ
き
）
が
入
る
と
渦
流
に
よ
り

回
転
し
、
円
形
の
穴
が
拡
大
し
て

礫
も
摩
滅
し
丸
く
縮
小
し
ま
す
。

　
「
愛
空
（
あ
い
く
）
が
い
る
と
、
家

の
中
が
明
る
く
な
る
」
と
話
す
幸
俊
さ

ん
は
、
ハ
ウ
ス
ナ
ス
11
㌃
と
水
稲
57
㌃

を
妻
・
朝
子
さ
ん
と
息
子
夫
婦
、
健
生

さ
ん
・
文
子
さ
ん
の
４
人
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
愛
空
ち
ゃ
ん
は
、
田
野
町
の
保
育
園

に
通
っ
て
お
り
、
帰
っ
て
き
た
時
や
休

み
の
日
に
は
、
祖
母
の
文
子
さ
ん
と
よ

く
ハ
ウ
ス
ま
で
愛
犬
ベ
ル
の
散
歩
を
し

ま
す
。
若
者
が
少
な
く
、
小
さ
い
子
供

が
い
な
か
っ
た
集
落
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
散
歩
中
に
は
近
所
の
方
が
声
を
か

け
て
く
れ
た
り
、
お
菓
子
を
い
た
だ
い

た
り
す
る
こ
と
も
。
「
愛
空
ち
ゃ
ん
は

本
当
に
か
わ
い
い
」
と
大
人
気
。

　
「
ジ
ブ
リ
映
画
が
好
き
で
何
度
も
繰

り
返
し
見
て
い
ま
す
。
今
は
、
パ
ズ
ル

に
夢
中
で
す
ね
。
よ
く
遊
ん
で
く
れ
る

の
で
、
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ひ
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
大
好
き
み
た
い
で
す
」
と
文

子
さ
ん
。
幸
俊
さ
ん
、
朝
子
さ
ん
も

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
。
活
発
に
遊
ん
で

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
愛
空
ち
ゃ
ん
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

　
「
愛
空
の
笑
顔
が
宝
物
で
す
」
。

「
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね
。
や
さ
し
く

健
康
で
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
み
な
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

出
井
甌
穴
は
、
川
幅
40
ｍ
、
長

さ
２
０
０
ｍ
の
岩
床
に
大
小
２
０

０
あ
ま
り
あ
る
甌
穴
群
で
、
こ
れ

ほ
ど
数
が
多
い
と
こ
ろ
は
日
本
中

で
も
珍
し
く
、
県
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
自
然
の
景
色

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

平
田
か
ら
出
井
甌
穴
ま
で
の
途

中
に
は
、
坂
本
ダ
ム
や
日
平
公

園
、
楠
山
公
園
で
は
２
月
に
梅
ま

つ
り
、
６
月
に
は
梅
の
実
の
収
穫

体
験
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◇
写
真
提
供

「
（
一
社
）
宿
毛
市
観
光
協
会
」

チャーテかすづけ

家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
農
業
　

チャーテ干しの酢の物

曽祖父母と祖母と一緒に愛空ちゃん 

　
「
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
で
就
職

し
て
い
ま
し
た
が
、
成
人
式
で
帰
っ

て
き
た
と
き
に
、
や
っ
ぱ
り
高
知
が

い
い
と
思
い
、
両
親
が
農
業
を
し
て

い
た
の
で
、
何
の
抵
抗
も
な
く
就
農

し
ま
し
た
」
と
話
す
土
佐
市
岩
戸
の

野
村
修
生
さ
ん
。

　
野
村
さ
ん
一
家
は
、
家
族
５
人
で

水
稲
4
5
0
㌃
、
キ
ュ
ウ
リ
等
42
㌃
、

露
地
シ
ョ
ウ
ガ
30
㌃
を
栽
培
す
る
専

業
農
家
。
義
範
さ
ん
夫
婦
と
誠
司
さ

ん
が
主
に
水
稲
と
シ
ョ
ウ
ガ
を
栽
培

し
、
修
生
さ
ん
夫
婦
が
ハ
ウ
ス
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
供
も
ま
だ
若
い
の
で
、
勉
強

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
自
分
た
ち
も
で
き
る
範
囲
で
協

力
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
義
範
さ

ん
。
純
子
さ
ん
も
「
忙
し
い
時
は
両

親
た
ち
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
し
、
子

供
も
休
み
の
時
は
バ
イ
ト
感
覚
で
手

伝
っ
て
く
れ
て
助
か
り
ま
す
。
農
業

は
機
械
化
も
進
ん
で
い
て
、
午
後

ゆ
っ
く
り
で
き
る
時
も
あ
る
の
で
、

あ
ま
り
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
は
や
れ
ば
や
る
だ
け
、
成

果
が
見
え
る
の
で
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。
休
み
も
自
分
で
決
め
ら
れ
る

の
で
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
子
供

も
農
業
を
や
り
た
け
れ
ば
応
援
は
し

ま
す
け
ど
、
女
の
子
３
人
な
の
で
ど

う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
修
生

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
チ
ャ
ー
テ（
隼
人
瓜
）干
し
は
切
干

大
根
よ
り
甘
み
が
あ
る
ほ
か
、コ
リ
コ

リ
と
し
た
食
感
が
あ
っ
て
美
味
し
い

で
す
よ
。ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
」
と

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、土

佐
町
平
石
地
区
で
平
石
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
（
７
名
）
の
代
表
を
務
め
る
西

村
裕
子
さ
ん（
60
）。

　
チ
ャ
ー
テ
干
し
の
作
り
方
は
切
干

大
根
と
同
じ
要
領
。粘
り
気
が
あ
り
、

乾
き
に
く
い
の
で
、時
々
ま
ぜ
て
天
候

を
見
な
が
ら
７
〜
10
日
ほ
ど
干
す
と

完
成
し
ま
す
。お
湯
で
戻
す
だ
け
で
使

用
で
き
、
炒
め
る
、
三
杯
酢
で
味
付
け

す
る
ほ
か
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
シ
ー
チ
キ

ン
や
卵
な
ど
家
に
あ
る
も
の
で
サ

ラ
ダ
に
し
て
も
美
味
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
同
グ
ル
ー
プ
が
生
産
す

る「
チ
ャ
ー
テ
か
す
づ
け
」は
販
売

を
始
め
て
20
年
以
上
が
経
ち
ま
す
。

「
酒
粕
は
地
酒
桂
月
の
も
の
を
使

用
し
て
い
ま
す
。材
料
は
チ
ャ
ー

テ
、塩
、砂
糖
だ
け
で
作
っ
て
い
る

の
で
、
安
心
し
て
食
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
西
村
さ
ん
は
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。　

○ 材料（２～３人分）
チャーテ（干）　　適量
ニンジン（飾り用）適量

≪三杯酢≫
砂糖３：酢２：塩１

※らっきょう酢でもOK

○ 作り方
１チャーテ干しをお湯で戻す。
２ニンジンで飾りつけをし、三杯酢をかける。

い
で
い
お
う
け
つ

「チャーテ干し試してください」
と西村さん

【
家
族
構
成
】

曽
祖
父
　
　
　
田
村 

幸
俊
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（
85
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曽
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母
　
　
　 

　
　
朝
子
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ん
（
84
）
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健
生
さ
ん
（
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祖
母
　
　
　
　
　 

　
文
子
さ
ん
（
58
）

父
　
　
　
　
　
　
　 

元
気
さ
ん
（
25
）

長
女
　
　
　
　
　
　 

愛
空
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ん
（
３
）

野村 義範さん（68）
　　　  親恵さん（68）
　　　  修生さん（42）
　　　  純子さん（41）
　　　  誠司さん（40）
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川
田
　
義
孝
（
宿
毛
市
）

野
村
　
美
苗
（
香
南
市
）
　

武
内
　
有
子
（
香
美
市
）

小
松
　
志
功
（
芸
西
村
）

鍋
島
　
幹
得
（
須
崎
市
）

戸
田
　
淳
子
（
津
野
町
）

杉
本
み
ど
り
（
土
佐
市
）

中
根
ち
と
せ
（
本
山
町
）

栗
山
あ
さ
子
（
安
芸
市
）

森
山
　
弘
子
（
南
国
市
）

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
・

焼
き
菓
子
詰
合
せ
」
を
お
送

り
し
ま
し
た
。

7

第８号

　組
合
広
報
紙
に
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
・
感
想
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
今
年
の
冬
は
暖
か
く
て
と
て
も

過
ご
し
や
す
い
で
す
。
こ
の
暖
か

さ
が
こ
れ
か
ら
の
農
作
業
に
影
響

が
出
て
こ
な
い
と
良
い
の
で
す

が
。
（
47
歳
・
女
性
）

◇
な
ん
ぼ
で
も
厳
し
く
な
る
農
業

事
情
の
中
で
、
頑
張
っ
て
い
る
農

家
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
て
励
み

に
な
り
ま
す
。
（
62
歳
・
女
性
）

◇
新
年
を
迎
え
、
体
調
を
整
え
毎

日
元
気
で
ナ
ス
作
り
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
！
今
年
も
や
る
ぞ
!!

（
57
歳
・
男
性
）

◇
里
芋
の
コ
ロ
ッ
ケ
美
味
し
そ
う

で
作
っ
て
み
ま
し
た
。
衣
に
カ
ツ

オ
節
の
発
想
は
い
い
で
す
ね
。

（
40
歳
・
女
性
）

◇
若
者
が
家
族
と
笑
顔
で
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ら
れ
る
こ
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
（
87
歳
・
男
性
）

◇
シ
シ
ト
ウ
を
作
っ
て
い
る
者
と

し
て
は
、
立
枯
病
が
共
済
金
支
払

い
の
対
象
と
な
っ
て
心
強
い
で

す
。
（
57
歳
・
女
性
）

◇
鳥
獣
対
策
の
た
め
、
わ
が
部
落

で
は
毎
週
山
で
網
張
り
を
日
曜
日

に
全
戸
出
席
で
頑
張
っ
て
ま
す
。

（
60
歳
・
女
性
）

【
表
紙
写
真
】

　
東
洋
町
の
白
浜
海
岸
で
は

毎
年
１
月
15
日
に
「
左
義
長

（
さ
ぎ
っ
ち
ょ
さ
ん
）
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
め
縄
や
門
松
な
ど
を
集

め
て
作
ら
れ
た
約
20
ｍ
の
小

山
の
先
端
に
は
短
冊
が
飾
ら

れ
た
竹
を
立
て
、
朝
６
時
の

時
報
と
と
も
に
火
が
か
け
ら

れ
ま
す
。

　
先
端
の
竹
が
恵
方
に
引
き

倒
さ
れ
た
後
、
竹
の
先
に
刺

し
た
餅
を
残
り
火
で
焼
き
、

無
病
息
災
を
祈
念
し
ま
す
。


